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1。はじめに

本学の公衆衛生学実習(保健所実習)は,昭和

42年に発足した前身の養護教諭養成所時代に始ま

り,昭和50年に発足した養護教諭養成課程も引き

続いて実施してきている。これは,将来養護教諭

として学校保健の担い手となった時,地域保健を

担当している保健所との連携を強化していくため

愛知県衛生部並びに名古屋市衛生局の協力を得て

開始されたものである。現在は愛知県下9保健所,

名古屋市5イ呆健所の協力の下に行われている。

保健所は,地域の母子保健,成人保健,環境衛

生,食品衛生等の推進機関である。養護教諭とし

て活動していく際には,児童生徒の保健問題を解

決・改善するため,保健所に集積されている小学

校就学以前の小児の健康情報を活用する必要があ

る。学校の飲料水やプールの水質維持管理や給食

の衛生管理などは,保健所の環境衛生・食品衛生

業務の一環である。また,伝染病の流行時には,

学校と保健所の緊密な連絡が必要となる。さらに,

学校保健委員会に保健所の代表が加わることによ

り,児童生徒の保健問題を地域全体の視野から捉

えることができるであろう。

本稿では,学生が保健所実習でどのような事項

を学んでいるか,全体として何を得ているかを調

査し,その結果を考察することにより,養護教諭

養成における保健所実習の意義を明らかにしたい。

2。養護教諭養成における保健所実習の位置づけ

養護教諭は,「①看護・臨床医学,②健康管理

③教育の8分野における能力を有する専門職」で

あるとされている1)。特に,健康管理の能力にか

かわって,地域の健康問題や保健機関・組織の活
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動を知ることが必要と思われる。学校は地域の中

の教育機関であり,児童生徒は地域住民の一員で

もあるからである。

現行の教育職員免許法では,養護専門科目の中

で「衛生学(公衆衛生学および看護法を含む)2

単位」が必須とされている。これは法令改正によ

り「衛生学・公衆衛生学(予防医学を含む)4単

位以七」となる予定であるが,いずれも保健所実

習という名称は明示されていない。しかし,上述

のような点から,養護教諭の能力を高めるために

必要である。本学では2年次後期に公衆衛生学(

演習)を開講し,これと密接な関連をもって3年

次前期に保健所実習を履修させるようにしている。

3。実習の概要

(1)実習の目的および目標

本学養護教諭養成課程学生の保健所実習では,

「学内における講義,実習で学んだ専門的知識,

技術に加えて,地域社会との関連の深い保健所の

業務に対する認識を深めることによって,学校保

健と地域保健との連携について学び,養護教諭の

職務の円滑な遂行,とりわけ,児童生徒の健康の

保持,増進に役立てる」ことを目的にしている。

実習目標としては,次のようなことをめざして

いる。

①保健所の概要について理解する。

②保健所内における公衆衛生活動について理解

する。

③保健所外における公衆衛生活動について理解

する。

④所管地域の衛生関係諸施設の実態を把握する。
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(2)実習の時期・期間および日程

3年次の夏期休業中(7月中旬)の1週間を設

定している。この実習は学生にとって初めての学

外実習である。昭和68年度は,愛知県9か所,名

古屋市5か所の14保健所に依頼した。 1か所当た

りの学生数は3人から5人であった。この実習依

頼は1年以上前から開始されており,資料1のよ

うな手順で行われた。

保健所実習の日程の例を表1-1に,事前研修

の例を表1-2に示す。

(3)指導体制

①専任教官による指導

本課程の教官全員(12名)が,一人当たり1

~2ヵ所の保健所を受持ち,終了時の挨拶およ

び反省会への出席などの連絡指導に当たってい

る。

②実習記録および評価

学生は毎日実習記録を書き,指導者に提出し

朱書指導を受ける。実習終了後学生にレポート

と実習記録を提出させ,出席状況等を加味して

実習委員が評価している。レポート課題は専任

教官が提示する。今年度のテーマは「保健所の

業務の中で学校保健と密接に関係するものを具

体例をあげてまとめる」であった。

さらに,実習委員は9月中旬に保健所実習に

ついての各自の成果および反省を発表させ,事

後指導に努めている。
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(4)実習内容についての調査結果と考察

昭和63年7月に保健所実習を行った学生57名を

対象に,9月中旬の反省会の時に自由記述による

保健所実習に関する調査を行った。また,活動内

容や感想については各学生の実習記録からも補っ

た。

①実習中に受けた講義内容について

保健所内で受けた講義内容を整理したものが表

2である。

表2 保健所内で受けた講義について

保健予防課関係業務の講義がすべての保健所で

行われており,保健所の概要,環境衛生,食品衛

生,試験検査などについても大多数の保健所で講

義が行われている。保健予防課は健康診査や相談

など対人保健サービスを担当していること,また

保健婦がこの課に属していることから,養護教諭

との関わりは特に密接であるといえる。養護教諭

の役割を直接とりあげた講義があることも注目さ

れる。

②実習中に体験した観察・参加・実習の内容につ

いて

学生が観察・参加・実習を経験できた項目を所

内・所外別および地域別に保健所ごとに整理した

ものが表8である。

保健所内の実習項目で県・市を問わず殆どの学

生か実習できたものは仁ミ民検診・健康相談と8歳

児検診であった。名古屋市でのみ実習できた項目

は,予防接種,フッ素塗布であった。

所外で多くの学生が実習できた項目としては,

県では家庭訪問,次いで保健センターにおける1

歳6ヵ月検診であった。また,環境衛生業務に関

しても学校,工場,食料品店等多様な施設を見学

していた。一方,名古屋市では所外はプールの監

視・水質検査が8ヵ所あったが,家庭訪問は2か

所であり県に比べると少なかった。なお,家庭訪

問については表4に訪問対象の疾患・症状等につ

いて,地域別に示した。比較的多くの学生が同行

できたケースは低体重児,パーキンソン病であっ

た。また,訪問対象ケースは小児より成人・老人

が多かった。パーキンソン病は難病対策の特定疾

患として治療研究対象の1つになっており,医療

費の補助が受けられる2)ため家庭訪問も重点的に

行われていると思われる。また,実際に実習とし

て活動できた内容をみると,身長・体重・血圧測

定,視力・色覚検査,心電図の電極のつけはずし,
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表4 学生が家庭訪問に同行したヶ一ス

注射器に薬液をつめるなどの専門的知識・技術が

活かせるものもあるが,「受付で名前をよぶ」。「

子どもをあやす」「荷物を持って付き添う」「会

場づくり」なども多くあげられていた。3年次夏

では学生の専門的知識・技術の修得は不充分な段

階であり,保健所を内側から見る機会を最大限に

利用するといった意味でも,あらゆる活動を労を

いとわず行うよう指導しなければならないように

思われる。

学生が参加した活動の中で特色のあるものの一

つに,精神障害者社会復帰事業がある。社会復帰

グループの活動日に全日参加し,午前は2時間ボ

ウリング,午後は保健所内でトランプ,マージャ

ン,卓球などを行い,その後に設けられたカン

ファレンスにも加わった。学生はあるメンバーの

感情の起伏が激しいことに驚きショックを受けた

反面,精神障害者社会復帰事業がいかに大切であ

るかを痛感したという。このように実際に障害者

に接することにより,偏見を取り除き障害につい

ての理解を深めることができるであろう。

③自由記述にみる学生の意見

実習により得られたこととして最も多く記述し

ていることは,「学校保健と地域保健とは深い関
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わりがあることを認識できた」,「学校保健と関

わらせた内容が多く,有意義だった」,「学校が

地域でどのように考えられているのか,地域での

健康の取組み,保健所と養護教諭の連携の必要性

など,学んだものが多い」,「所内各課とも学校

に関係のありそうな事柄に重点がおかれていた」

など,当然のことながら学校保健と関係したこと

であった。昭和60年に行った養護教諭と地域保健

との連携の実態調査をみると,学生時代に保健所

実習を経験した養護教諭の方が経験しなかった養

護教諭よりも個別的な保健管理・指導について地

域保健医療機関との連絡を多くとっているという

結果が得られ保健所実習の有効性が示唆されて

い魂)

次いで,「保健所の業務をまとめてみせてもら

った」,「どのような仕事をしているのかが分っ

た」,「保健所の活動がよく分った」と保健所業

務についてであった。一般住民として保健所に関

わる機会が殆どない学生にとっては,保健所業務

を知ることはやはり意味のあることと思われる。

さらに,「保健婦の仕事は,養護教諭と似てい

る面が多々ある」,「保健婦業務と養護教諭の職

務の中では根本が通じるところが多い」,「養護

教諭と保健婦では対象となる人が異なるだけで,

やっていることは同じ」,「保健婦,看護婦は大

変自信を持って勤務しており,すごいと思った」

と直接指導してもらった保健婦に関することも多

く記述されていた。

具体的内容としては,「初めて子どもと接し,

身体測定をして,子どもの実態や行動を知った」,

「来所する色々な人と出会い,接することができ

た」「子どもから老人まで,健康な人とそうでな

い人の悩みや生活状況などを聞いた」と人との対

応があげられていた。また,「乳児健診の全部を

見学でき,その流れを見れてよかった」,「集団

検診の進め方,準備の仕方,誘導の仕方などを見

ることができ,とても参考になった」,「水質検

査,BCGなどの準胤やり方,後かたづけにつ

いて,細かい注意点の意味がよく理解できた」と,

養護教諭の活動に直接役立つものを修得している

ことがわかった。

家庭訪問に関しては,「問題のあるヶ-スには
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家庭訪問する」,「小,中学生の家にも行きたか

った」,「訪問に参加したかった」と,僅かしか

記述されていなかった。

保健所実習を実施しているK短大養護コース卒

業生の意向調査では,養護教諭として特に役立っ

ている内容は「保健所の業務内容を理解したこと,

保健婦に同行した家庭訪問,援助を必要とする人

々との対応の仕方」だと報告されているリ

本学の学生の場合も,地域保健と学校保健との

関連や業務内容を学んでいることは評価できる。

しかし,家庭訪問を実施に経験している割には表

面的な受けとめ方であるので,今後の指導が必要

である。

4。今後の課題

保健所実習は,学生にとって初めての学外実習

であり,緊張感が強く,目的が不明確なまま実習

に入る傾向がある。大本ら5)は,看護学生の保健

所実習(4日間)について,学生の動機づけと意

欲に問題があることを指摘し,改善のための試み

を報告している。養護教諭養成にとっても示唆に

冨む内容である。

本課程の保健所実習の改善のためには,次のよ

うなことを配慮する必要があろう。

①事前指導を強化して学生の目的意識を明確に

させる。

②実習の展開について,保健所と大学との相互

理解を促進するため,打ち合わせを綿密に行う。

③県と政令市では組織や業務内容が異なってい

るので,その点についても学生への事前指導で具

体的に知らせる。
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